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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

世界初のニッケル無添加（含有率0.05％以下）のコバルト

合金材料の供給開始。

（ＪＩＳ規格Ｔ7402-2（Ｎｉ含有率１％以下）等にも適合）

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

コバルト合金材料目標出荷額

　2015年（5年後） 　 5億4千万円

　2020年（10年後） 10億円

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

いわて県央・釜石地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（グローバル拠点育成））

「いわて発」高付加価値コバルト合金
による材料供給が釜石市でスタート

（株）エイワ、（株）東光舎、日本メディカルマテリアル（株）、セイコーインスツル（株）　他
東北大学金属材料研究所、岩手大学、岩手医科大学、東京医科歯科大学　他
岩手県工業技術センター

財団法人　いわて産業振興センター  
〒020-0852  岩手県盛岡市飯岡新田3－35－2 
TEL：019－631－3827　FAX：019－631－3830　e-mail：kenkyu@joho-iwate.or.jp　　
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実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）
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ナノテク・材料
平成22年8月～平成25年3月（予定）

　これまで当地域では、金属アレルギーの原因物質で

あるニッケルを添加せずとも優れた加工性を有し、か

つ優れた耐摩耗性・耐腐食性・耐熱性等を有する「いわ

て発」高付加価値コバルト合金を創製し、医療機器用

及び一般産業用実用化基盤を構築する取組みを行っ

てきた。

　この実用化基盤の構築には、基になる材料供給拠

点の整備が急務であったが、平成22年に釜石の企業

がこれまでに開発したコバルト合金材料を供給するた

めの新工場を完成させ、高度な製造技術の標準化に

成功した。

　当地域の技術は、既に生体材料としてJIS規格のみ

ならず米国・欧州等の規格に適合する合金製造方法を

確立し、また、上述の各特性を強化した各種一般産業

用材料の量産化を視野に入れるまでに至っている。

　平成22年度の出荷量は0.4tを計上しており、その

大半を輸入に頼らざるを得ない本合金市場において

のシェア拡大に向けて取組むこととしている。今後は

合金材料としての需要拡大が見込まれるだけではなく、

同市の新産業としても期待されている。

＜グローバル型（グローバル拠点育成）＞

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

現在まで、国内外で売上金額3.500万円、売上台数2台

となっている。「第4回モノづくり連携大賞」（日刊工業

新聞社主催）受賞

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

医療分野機器として、がん細胞の研究、再生医療の研究

等に有効のため、各種研究機関にて展開を期待する。

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

ふくしま地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（グローバル拠点育成））　

『走査型ハプティック（触覚）顕微鏡』の開発

（株）ピーアンドエム、(株)ひさき設計、(株)アドテックス、並木精密宝石(株)、(株)アトム
日本大学工学部、福島県立医科大学、福島大学
福島県

公立大学法人　福島県立医科大学　研究推進課ふくしま医療―産業リエゾン推進室 
〒960-1295  福島県福島市光が丘1番地
TEL：024－547－1792　FAX：024－547－1991　E-mail:liaison@fmu.ac.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名
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ライフサイエンス
平成22年8月～平成25年3月（予定）

　生体細胞・組織の硬さをヤング率として画像化

する走査型ハプティック（触覚）顕微鏡の商品化

に成功した。

　対象物に与える負荷をより軽減して接触を検

知し、接触状態をオペレータ利便性をより高め

て知らせることができる接触お知らせ機能付。

超音波を利用し、生体細胞等対象物の立体形状

と硬さの分布を同時に計測できる画期的な細

胞物性測定装置である。直径1μｍ～10μｍの

触覚センサプローブが細胞表面に接触すると直

接音響インピーダンスを計測して、ヤング率に

変換して硬さを画像化する。1μｍの細胞まで

計測しイメージングすることができる。計測シ

ステムは、対象物体の硬さに応じて生じる振動

の位相のずれをセンサの共振周波数変化として

検出する位相シフト法（米国Patent）を採用し、

高い分解能を実現した。

走査型ハプティック顕微鏡

走査型ハプティック顕微鏡の原理

＜グローバル型（グローバル拠点育成）＞

MTS
調査

接触 差し込み

サンプル
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向
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し
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step1 step2 step3

Scanning Haptic Macroscope (SHM-3000)


